
あま市地域資源バンク導入に向けて
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１．なぜ「地域資源バンク」が必要か
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２．「地域資源バンク」とは？
【定義】
地域内の「人・スキル」「場所・空間」「モ
ノ・備品」等の地域資源を見える化し、必要
な人が必要な時に必要な資源を検索できるよ
うにするとともに、幅広い活動や協働につな
げる仕組み。

【一般的な運用フロー】

資源の掘り起こし・申請登録
市民・事業者・団体から提供可能な資
源を掘り起こし、オンライン／窓口で
バンク登録。

ポータル化・情報の構造化
検索性の高いデータベースとして分類
整理。公開可能な範囲で情報を可視化。

ニーズ照会・コーディネート
地域の課題・活動団体からの相談を受
け、適切な資源とのマッチングを仲介。

地域活動の創出・還元
活動成果の共有。参加者の満足度向上
と更なる提供者の増加へ。
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【期待される効果】
◎地域資源の有効活用
⇒埋もれていたスキルや遊休資産が活きる。

◎新たな交流と協働
⇒住民同士や団体間の新しい繋がりが生ま
れる。

◎地域課題の解決・活性化
⇒住民主体のまちづくりが促進される。

◎まちづくりへの参加人口が広がる。
⇒まちの活性化が促進される。 3



３．対象とする「地域資源」

人・スキル

専門知識を持つ人材、
市民活動団体など

場所・空間

空き地、会議室など

モノ・備品

備品（机、イスなど）、
イベント用テント、プ
ロジェクターなど

市民・団体・企業・地域・学校・行政 が持つ様々なものが資源に！！
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あらゆるものを地域の力に💪

「こんなものも地域の役に立つのか！」

市民や企業が気づき、潜在的な資源を掘り起こす

ことが本制度の鍵です。

【地域資源バンク活用例】

「イベントのチラシを作りたいが、作り方が分か
らない。
⇒地域資源バンクの中から、「デザインができ
る市民」とマッチング
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４．先進自治体の事例

自治体名 制度の名称 ホームページ

弥富市
やとみっけ
－地域資源バンク－

やとみっけ －弥富市地域資源バンク－
URL：https://yatomikke.com/

犬山市 犬山市地域資源バンク

犬山市地域資源バンク
URL：https://inuyama-plaza.com/bank/

いぬやまでばん（利用者と提供者をマッチング）
URL：https://inuyama-deban.net/
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５．当市における制度設計の論点

※委員会で具体的にルールを決めていく検討事項です。

○登録者の要件
営利目的の企業や、市外の個人・団体は登録（提供・利用）できる仕組みにするか。

どこまで対象を広げるべきか。

○ジャンルの区分
地域資源を活用する際、どのようなジャンルの区分だと活用しやすいか。

○マッチングの仕組み
どのようにマッチングまで繋げるか。
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